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八潮南高校生が編集しました

　
私
た
ち
は
今
回
、
八
潮
で
働
く

２
人
の
職
人
さ
ん
に
取
材
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
人
と
も

よ
り
良
い
製
品
を
作
ろ
う
と
常
に

向
上
心
を
持
っ
て
、「
今
日
よ
り

明
日
、
明
日
よ
り
明
後
日
」
と
の

気
持
ち
で
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。

　
企
画
を
立
て
、
実
際
に
取
材
し
、

記
事
を
書
き
上
げ
る
作
業
は
難
し

い
も
の
で
し
た
が
、
職
人
さ
ん
の

高
い
技
術
と
こ
こ
ろ
ざ
し
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
貴
重
な

経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
八
潮
に
住
ん
で
い
な
が
ら
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
も
多
く
、
こ
の
機

会
に
少
し
で
も
多
く
の
八
潮
市
の

高
校
生
た
ち
に
、
こ
の
高
い
技
術

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

八潮南
高校

発見
やしおの職人技

五
オリンピック

輪を支える !
八潮から世界へ !

常に上を目指す !
長年の技術の結晶 !

笠
かさ

巻
まき

鉄
てっ

工
こう

所
じょ

八
や

潮
しお

理
り

化
か

硝
がら

子
す

製
せい

作
さく

所
じょ

　笠巻鉄工所は「日本で唯一」ま
た「世界で数少ない」重量挙げ競
技用のバーベルの加工技術をもっ
ています。笠巻鉄工所で製造され
たバーベルは、オリンピックなど
の世界的な大会で使われています。
　年間約１,０００本を手作業で作っ

Q,主にどのような物を作っていますか？
  A,�基本的に学校などで使うビーカーを作ります。
Q,１日、何個製造できますか？
  A, 物にもよりますが、１日５０個～
１００個です。

Q, この仕事を始めて何年になり
ますか？

  A,作り始めて５０年になります。

　実際にさまざまな作業を見せていただきました。専用の機械で
フラスコを複雑な形に作り替えたり、ガラス管を曲げたりという
作業です。お客様のニーズに応じてさまざまな形を作り出されて
いるということでした。同じ素材のガラス同士を見極めてくっつ
けたり、２,０００度を超えるバーナーで熱したりと、熟練の技術に

裏打ちされた「ものづくり」を間近
で見ることができました。
　さらに、いろいろな質問をさせて
いただく中で、繊細な鶴のガラス細
工などの工芸品も見せていただき、
とてもきれいで感動しました。

ているそうです。１本１本ハンマーで叩き、まっすぐにする作業は、
繊細さと力強さが必要となります。また、バーベルが「折れな
い・曲がらない」よう特殊な材質の鉄を使っています。滑り止
めの加工も、日本で笠巻鉄工所しかできない特殊な技術です。

Q,バーベルの他に何を作っていますか？
��A, ダンベルやバスケットボールゴールの部品を作っています。
Q,�ダンベルとバーベルの作り方の違
いはありますか？

  A,�バーベルの技術を応用してダンベ
ルを作っているので、高品質なも
のとして世界中から人気がありま
す。

　八潮市は、工業が盛んでたくさんの製品を製造し
ています。その中で、高い精度が要求される実験器
具を製造する工場や、オリンピックで使用されるバ
ーベルを日本で唯一製造している工場があることを
知り興味を持ち、取材しました。
編集　八潮南高校
　　　〒340−0814　南川崎519−1　☎995−5700

キラリ 光るモノづくり

写真右から　渡
わた
邉
なべ
東
と
亜
あ
、福

ふく

田
だ

茜
あかね

、清
し

水
みず

芽
め

衣
い

、鏡
かがみ

寛
ひろ

美
み

を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
記
事
を
作
成
す
る

に
あ
た
っ
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

笠巻鉄工所の長
は

谷
せ

川
がわ

健
けん

吾
ご

さん。製造されたバ
ーベルは実業団や大学など多くのスポーツ選
手のトレーニングにも使用されています。

八潮理化硝子製作所の石
いし

井
い

眞
しん

悟
ご

さん。製造さ
れたガラス器具は、学校や研究機関で利用さ
れています。
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八潮市役所　☎048-996-2111 腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

おしらせＨＯＴコーナー　催し・募集おしらせＨＯＴコーナー　催し・募集
第
２３
回
環
境
と
情
報
の
集
い

（
リ
ユ
ー
ス
ま
つ
り
）

腹
１１
月
１８
日
㈰　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後

３
時
（
雨
天
実
施
）

複
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
第
一
工
場

淵
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
（
施
設
の
運
転
状

況
、
各
種
測
定
結
果
の
公
表
）、
施
設
見

学
会
、
わ
く
わ
く
コ
ー
ナ
ー
（
ゲ
ー
ム
コ

ー
ナ
ー
、
出
店
、
紙
す
き
体
験
、
ミ
ニ
Ｓ

Ｌ
、
エ
ア
ー
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
）
な
ど

物
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
計
画
課
☎
９６６
・

０
１
２
１

骨こ
つ

骨こ
つ

運
動
教
室

腹
１２
月
５
日
㈬　
午
前
９
時
３０
分
～
１０
時

３０
分

複
保
健
セ
ン
タ
ー

覆
市
内
在
住
の
４０
歳
以
上
の
方

淵
専
門
の
指
導
員
に
よ
る
転
倒
予
防
体
操

と
、「
肩
こ
り
に
つ
い
て
」
の
講
話

弗
飲
み
物
、
動
き
や
す
い
服
装

払
４０
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
８

八
潮
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修
会
（
第
１
期
）

腹
①
平
成
３１
年
１
月
１４
日
㈷
②
平
成
３１
年

３
月
３
日
㈰　
午
前
９
時
３０
分
～
正
午

③
平
成
３１
年
６
月
１６
日
㈰　
午
後
１
時
～

４
時
３０
分
（
予
定
）
※
全
３
回

複
①
②
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
講
堂
③

ゆ
ま
に
て
軽
運
動
室

覆
市
内
在
住
の
小
学
校
５
年
生

淵
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
意
義
や
役
割
に

つ
い
て
の
講
義
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
実

習
な
ど

弗
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
室
内
用
靴
、
タ

オ
ル
、運
動
で
き
る
服
装
（
ズ
ボ
ン
着
用
）

払
３０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

※
第
１
期
研
修
会
に
す
べ
て
出
席
し
た
人

は
、
平
成
３１
年
８
月
開
催
予
定
の
第
２
期

宿
泊
研
修
会
（
２
泊
３
日
）
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

仏
１１
月
１４
日
か
ら
３０
日
ま
で
に
、
申
込
書

（
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
）

を
窓
口
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
社
会
教
育
課

（
☎
焚
３
６
５
、
鯖
９９８
・
０
８
２
８
）
へ

男
女
共
同
参
画
市
民
企
画
講
演
会

「
パ
ー
ト
ナ
ー
は
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
？
」

腹
１１
月
２４
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

３０
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
多
目
的
ホ

ー
ル
Ｂ

淵
人
の
気
持
ち
が
わ
か
ら
な
い
、
異
常
に

こ
だ
わ
り
が
強
い
な
ど
の
「
ア
ス
ペ
ル
ガ

ー
症
候
群
」
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

Ｄ
Ｖ
や
モ
ラ
ハ
ラ
と
感
じ
て
い
た
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
関
係
性
の
改
善
を
図
る

講
師　
Ｓ

ソ

ラ

Ｏ
Ｒ
Ａ
さ
ん
（
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー

・
ア
ラ
ウ
ン
ド
代
表
）

払
５０
人
（
申
込
順
）

仏
１１
月
１２
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
（
☎
焚
８

１
１
）
へ

人
権
週
間
―
１２
月
４
日
～
１０
日
―

　
人
権
週
間
に
伴
い
、
記
念
行
事
を
開
催

し
ま
す
。

腹
１２
月
９
日
㈰　
第
１
部
＝
午
後
１
時
～

２
時
４０
分
、
第
２
部
＝
午
後
３
時
～
３
時

３０
分

複
さ
い
た
ま
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

淵
第
１
部
＝
平
成
３０
年
度
全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
埼
玉
県
大
会
表
彰
式
、

第
２
部
＝
さ
い
た
ま
市
立
浦
和
中
学
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

払
３００
人

沸
無
料

物
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
☎

０４８
・
８５９
・
３
５
０
７

青
少
年
ア
ニ
メ
・
ア
フ
レ
コ

体
験
講
座

腹
１２
月
８
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

３０
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

覆
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
～
２０
歳
の

方淵
ア
フ
レ
コ
の
体
験
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
作
成

講
師　
武む

藤と
う

裕ゆ
う

治じ

さ
ん
（
ア
ニ
メ
「
ク
レ

ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
」
監
督
）、
大お

お

本も
と

眞ま

基き

子こ

さ
ん
（
声
優
）

払
４０
人
程
度
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
１１
月
１４
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

青
少
年
育
成
八
潮
市
民
会
議
事
務
局
（
社

会
教
育
課
内
）（
☎
焚
３
６
５
）
へ

こ
ど
も
食
堂
フ
ォ
ー
ラ
ム
～
広
げ

よ
う
！
こ
ど
も
の
居
場
所
～

腹
１１
月
２６
日
㈪　
午
後
０
時
３０
分
～
５
時

複
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
第
１
展
示
場

淵
「
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」
に
取
り

組
む
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
、
そ

の
団
体
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
な
ど

に
よ
る
取
り
組
み
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
紹
介

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.pref.saitama.lg.jp/
a0607/shoushi/kodomoshoku 
dou.html

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

物
県
少
子
政
策
課
☎
０４８
・
８３０
・
３
３
２
２

県
民
の
日
「
水
循
環
セ
ン
タ
ー

探
検
ツ
ア
ー
」

腹
１１
月
１７
日
㈯　
午
前
の
部
＝
午
前
１０
時

～
正
午
、
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
～
３
時

複
中
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

淵
下
水
道
施
設
見
学
会
、
ク
イ
ズ

沸
無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要
、
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴

物
（
公
財
）
埼
玉
県
下
水
道
公
社
中
川
支

社
☎
９５２
・
３
３
５
１

犯
罪
被
害
者
支
援
県
民
の
つ
ど
い

　
１１
月
２５
日
か
ら
１２
月
１
日
は
犯
罪
被
害

者
週
間
で
す
。

腹
１２
月
１
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

３０
分
（
午
後
１
時
開
場
）

複
埼
玉
会
館
小
ホ
ー
ル

沸
無
料

仏
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
明
記

の
う
え
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
、
電
子
申
請
で
（
公
社
）
埼
玉
犯

罪
被
害
者
援
助
セ
ン
タ
ー
（
〒
３３６
―
０
０

２
７
さ
い
た
ま
市
南
区
沼
影
１
―
１０
―
１

ラ
ム
ザ
タ
ワ
ー
３
階
、☎
鯖
０４８
・
８６５
・
７
８

３
１
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スsvsc11013@

gmail.com

、https://s-kantan.jp/
pref-saitama-u/offer/offerList_
detail.action?tempSeq=8162

）へ

上
級
救
命
講
習
会

腹
１２
月
１
日
㈯　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

複
草
加
消
防
署
青
柳
分
署

覆
八
潮
市
・
草
加
市
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
中
学
生
以
上

淵
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
て
（
成
人
・

小
児
・
乳
児
の
心
肺
蘇
生
法
お
よ
び
異
物

除
去
、自
動
体
外
式
除
細
動
器
〈
Ａ
Ｅ
Ｄ
〉

の
取
り
扱
い
、
止
血
法
、
保
温
法
、
搬
送

法
な
ど
）

弗
筆
記
用
具
、
昼
食

払
２０
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、抽
選
）

沸
無
料

仏
１１
月
２８
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
青
柳
分
署
（
☎
９３１
・
３
９
７
３
）
へ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
作
り
方
～
設
立

基
礎
講
習
会
ｉｎ
春
日
部
～

腹
平
成
３１
年
１
月
１６
日
㈬　
午
後
１
時
３０

分
～
３
時
３０
分

複
春
日
部
地
方
庁
舎
大
会
議
室

覆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
や
関
心
の
あ
る
方

淵
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
の
手
続
き
や
基

礎
的
な
内
容
に
つ
い
て
▼
資
金
調
達
に
つ

い
て
▼
設
立
個
別
相
談

払
８０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
１２
月
２５
日
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ

ー
県
民
生
活
担
当
（
☎
０４８
・
７３７
・
１
１
１

０
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スn3799863@

pref.saitama.lg.jp

）
へ

募
集

学
校
支
援
員（
臨
時
職
員
）

腹
平
成
３１
年
１
月
８
日
～
３
月
３１
日
（
週

３
日
、
１
日
５
時
間
）

複
市
内
小
中
学
校
（
３
校
兼
務
）

淵
学
校
図
書
館
業
務
の
支
援
に
関
す
る
こ

と賃
金　
時
給
１
０
０
０
円

払
１
人

仏
１１
月
３０
日
ま
で
に
、
八
潮
市
臨
時
職
員

登
録
票
（
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
入
手
）
を
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
指
導
課

（
☎
焚
３
５
９
）
へ

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

覆
６０
歳
以
上
の
単
身
者
ま
た
は
夫
婦
（
内

縁
を
含
む
）
の
ど
ち
ら
か
が
６０
歳
以
上
の

世
帯

淵
▼
募
集
住
宅
＝
み
ど
り
園
（
八
潮
７
―

５
―
１
）
▼
間
取
り
＝
１
Ｒ
（
２８
・
９１
平

方
メ
ー
ト
ル
）
▼
木
造
３
階
建
て
２
階
▼

談
話
室
・
階
段
昇
降
機
付
き
バ
リ
ア
フ
リ

ー払
１
戸

沸
月
額
６
万
８
０
０
０
円
※
所
得
に
応
じ

減
額
（
最
高
３
万
円
）
あ
り

仏
１１
月
２３
日
ま
で
に
、
申
込
書
（
㈱
小
山

不
動
産
で
配
布
）
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

窓
口
ま
た
は
郵
送
で
㈱
小
山
不
動
産
（
☎

９３２
・
０
０
１
０
、
〒
３４０
―
０
０
５
３
草
加

市
旭
町
３
―
５
―
３
※
水
曜
日
、
第
１
・

３
火
曜
日
を
除
く
）
へ

※
な
お
、
募
集
定
数
に
達
し
な
い
場
合
は
、

引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。

物
市
営
住
宅
課
☎
焚
３
２
６

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
！
消
防
団
員

　

消
防
団
員
は
、
本
業
を
持
ち
な
が
ら
、

火
災
な
ど
の
消
火
活
動
を
は
じ
め
、
地
震

や
風
水
害
に
お
け
る
救
助
活
動
な
ど
「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
精
神
で
昼
夜
問
わ
ず
活
動
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
火
災
予
防
の
啓
発
活
動
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
の
年
齢
層
は
広
く
、
自
営
業
、

会
社
員
、
学
生
、
主
婦
な
ど
男
女
問
わ
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
何
か
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
方
、

地
域
の
活
動
に
参
加
し
た
い
方
な
ど
、
募

　１１月は、国民健康保険税、
介護保険料の各第６期、後
期高齢者医療保険料第５期
の納期です。安全・確実・
便利な口座振替で納付をお
願いします。

　税金の滞納は、納期内に納付している方との公平を欠くものです。埼玉県
と県内全市町村では、「ストップ！滞納」を合言葉に『滞納整理強化期間』
を設け、徴収を強化することとしています。
　市では、１０月から１２月までを滞納整理強化期間として定め、徹底した滞納
整理（差押えなど）を進めています。未納の方は、早急に納付してください。
　なお、特別な事情により納付できない方は、必ず納税相談を受けてください。
※差押えは、給与、預貯金、生命保険、不動産、自動車のほか、売掛金、動
産（貴金属類、腕時計など）など、換価が有効と判断される財産を対象とし
ます。

県税・市町村税 滞納整理強化期間

物納税課☎焚３３０

【平成29年度差押え実績（延滞金のみの差押えを除く）】
給与 預貯金 生命保険 不動産 所得税還付金 売掛金など

271件 411件 187件 42件 32件 26件

ストップ！
滞納

物秘書広報課☎焚４２３

空メール画面
になるので何
か一文字入れ
て送信してく
ださい。

やしお840メール配信中

Facebook、Twitter
でも同時配信中

QRコード

集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
地
域
の
た
め

に
活
動
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

覆
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
１８
歳
以
上

の
健
康
な
方

物
八
潮
消
防
署
管
理
課
☎
９９６
・
０
１
１
９
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おしらせＨＯＴコーナーおしらせＨＯＴコーナー

特定健診を受けましょう特定健診を受けましょう

は
身
体
の
障
が
い
に
よ
り
長
期
に
わ
た
っ

て
働
け
な
い
方
▼
配
偶
者
が
法
令
に
よ
り

拘
禁
さ
れ
、
そ
の
扶
養
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
▼
婚
姻
に
よ
ら
ず
に
母
ま
た

は
父
と
な
り
、
現
に
結
婚
し
て
い
な
い
方

⑵
父
母
の
な
い
、
２０
歳
未
満
の
子

⑶
寡
婦
（
母
子
家
庭
の
母
で
あ
っ
た
方
で
、

現
在
も
⑴
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
）

⑷
離
婚
な
ど
で
配
偶
者
の
い
な
い
４０
歳
以

上
の
女
性
で
、
⑴
ま
た
は
⑶
以
外
の
方

⑸
⑴
お
よ
び
⑶
に
該
当
す
る
方
の
子
（
修

学
資
金
・
就
学
支
度
資
金
・
修
業
資
金
・

就
職
支
度
資
金
の
み
）

※
⑴
ま
た
は
⑶
の
方
が
連
帯
保
証
人
の
要

件
（
収
入
、
資
産
な
ど
）
を
満
た
し
て
い

る
場
合
に
限
り
ま
す
。

■
貸
付
の
申
請
、
決
定

　
子
育
て
支
援
課
で
受
け
付
け
後
、
埼
玉

県
東
部
中
央
福
祉
事
務
所
（
☎
０４８
・
７３７
・

２
３
５
９
）
で
調
査
・
審
査
し
て
決
定
し

ま
す
。

☎995-6215八幡
☎994-5500八條

☎995-6215八幡
☎994-5500八條

っ
て
み
た
い
な

と
な
り
ま
ち
ま
ち

行行

　
新
し
く
入
っ
た
両
館
所
蔵
の
図
書
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
一
般
書

「
七な

な

つ
の
試し

練れ
ん

」

石い
し

田だ

衣い

良ら　
著

「
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
の
銃じ

ゅ
う

」倉く
ら

知ち

淳じ
ゅ
ん　

著

「
明め

い

治じ

銀ぎ
ん

座ざ

異い

変へ
ん

」

滝た
き

沢ざ
わ

志し

郎ろ
う　

著

「
影か

げ

ぞ
恋こ

い

し
き
」

葉は

室む
ろ

麟り
ん　

著

「
愛あ

い

な
き
世せ

界か
い

」

三み

浦う
ら

し
を
ん　
著

■
児
童
書

「
き
の
こ
レ
ス
ト
ラ
ン
」

新し
ん

開か
い

孝た
か
し　

写
真
・
文

「
流り

ゅ
う

星せ
い

と
稲い

な

妻ず
ま

」

落お
ち

合あ
い

由ゆ

佳か　
著

「
オ
オ
イ
シ
さ
ん
」

北き
た

村む
ら

直な
お

子こ　
作

「
ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
い
ち
ね
ん
か
ん
」

な
か
や
み
わ　
さ
く

「
お
し
ご
と
お
し
ご
と
な
に
に
す
る
？
」

な
と
り
ち
づ　
さ
く

■
１２
月
の
上
映
会
の
日

○
八
條
図
書
館

▼
児
童
向
け
＝
９
日
㈰
・
16
日
㈰　
午
前

11
時
～　
▼
一
般
向
け
＝
９
日
㈰
・
２3
日

㈷　
午
後
２
時
～

○
八
幡
図
書
館

▼
児
童
向
け
＝
９
日
㈰
・
２3
日
㈷　
午
後

２
時
～

※
上
映
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
図
書
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
１２
月
、
年
末
年
始
の
休
館
日

八
幡
・
八
條
図
書
館　

３
日
㈪
・
1０
日
㈪
・
17
日
㈪
・
２5
日
㈫
・

２9
日
㈯
～
平
成
31
年
１
月
４
日
㈮

駅
前
出
張
所
図
書
窓
口　

毎
週
土
・
日
曜
日
、
２４
日
㉁
・
２9
日
㈯
～

平
成
31
年
１
月
３
日
㈭

草
加
市

国
際
ハ
ー
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
メ
ー
ン

コ
ン
サ
ー
ト　

腹
11
月
17
日
㈯　
午
後
３
時
～
、
1８
日
㈰　

午
後
２
時
～

複
草
加
市
文
化
会
館

淵
国
内
外
で
活
躍
す
る
一
流
ハ
ー
ピ
ス
ト

の
演
奏
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
と
ハ
ー
プ
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
市
民
団
体
の
演
奏

沸
一
般
１
０
０
０
円
、
学
生
５００
円
（
全
席

指
定
、
未
就
学
児
入
場
不
可
）

物
草
加
市
文
化
会
館
☎
９３１
・
９
３
２
５

越
谷
市

こ
し
が
や
産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８

腹
1２
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰　
午
前
1０
時
～

午
後
４
時
（
２
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

複
総
合
体
育
館
お
よ
び
そ
の
周
辺

淵
商
工
業
と
農
業
の
Ｐ
Ｒ
、
模
擬
店
、
こ

し
が
や
鴨
ネ
ギ
鍋
販
売
（
1２
月
２
日
の
み
、

数
に
限
り
あ
り
）
な
ど

沸
無
料

物
こ
し
が
や
産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
実

行
委
員
会
事
務
局
（
越
谷
商
工
会
議
所
）

☎
９６６
・
６
１
１
１三

郷
市

産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８

腹
11
月
17
日
㈯
・
1８
日
㈰　
午
前
1０
時
～

午
後
４
時
（
1８
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

複
市
役
所
南
側
市
民
広
場
・
勤
労
者
体
育

館
ほ
か

淵
▼
商
工
ま
つ
り
＝
工
業
物
産
展
、
各
種

無
料
相
談
会
、
即
売
会
、
お
楽
し
み
抽
選

会
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
▼
農
業
祭
＝
地
元

野
菜
な
ど
の
品
評
会
・
即
売
会
、
三
郷
産

米
で
作
っ
た
「
爆
弾
あ
ら
れ
」
な
ど

物
商
工
ま
つ
り
＝
三
郷
市
商
工
会
☎
９５２
・

１
２
３
１
、
農
業
祭
＝
農
業
振
興
課
☎
９３０

・
７
７
２
２

松
伏
町

第
４５
回
松
伏
町
農
業
収
穫
祭

腹
11
月
２5
日
㈰　
午
前
1０
時
～
午
後
３
時

（
雨
天
決
行
）

複
ま
つ
ぶ
し
緑
の
丘
公
園

淵
品
評
会
に
出
品
さ
れ
た
野
菜
の
展
示
・

販
売
、
松
伏
町
推
奨
特
産
品
・
焼
き
そ
ば

な
ど
の
販
売
、
新
米
の
無
料
配
布
（
数
量

限
定
）
な
ど

物
松
伏
町
農
業
収
穫
祭
実
行
委
員
会
事
務

局
（
環
境
経
済
課
内
）
☎
９９１
・
１
８
５
３

吉
川
市

第
２３
回
吉
川
市
民
ま
つ
り

腹
11
月
1８
日
㈰　
午
前
９
時
４5
分
～
午
後

３
時

複
お
あ
し
す
、
永
田
公
園

淵
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
、
吉
川
産
野
菜
・

特
産
品
の
直
売
、
模
擬
店
、
国
際
色
豊
か

な
料
理
の
屋
台
村
な
ど

物
市
民
ま
つ
り
運
営
委
員
会
事
務
局
（
市

民
参
加
推
進
課
）
☎
９８２
・
９
６
８
５

母
子
・
父
子
・
寡か

婦ふ 

福
祉
資
金
貸
付
制
度

　
母
子
家
庭
の
母
や
父
子
家
庭
の
父
、
ま

た
は
寡
婦
の
方
の
経
済
的
自
立
や
扶
養
し

て
い
る
お
子
さ
ん
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
、

必
要
な
資
金
を
お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。

■
貸
付
資
金
の
種
類　

　
就
学
支
度
、
修
学
、
修
業
、
就
職
支
度
、

技
能
習
得
、
医
療
介
護
、
生
活
、
転
宅
、

住
宅
、
事
業
開
始
、
事
業
継
続
、
結
婚

覆
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

⑴
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
父
子
家
庭
の
父

（
２０
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
扶
養
）
で
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▼
配
偶
者
が
死
亡
、
ま
た
は
配
偶
者
と
離

婚
し
、
現
に
結
婚
し
て
い
な
い
方
▼
配
偶

者
の
生
死
が
不
明
、
ま
た
は
配
偶
者
か
ら

１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
方
▼
配
偶
者

が
外
国
に
お
り
、
そ
の
扶
養
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
▼
配
偶
者
が
精
神
ま
た

教
育
訓
練
・
高
等
職
業 

訓
練
促
進
給
付
金　
　

　
ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
に
、
就
業
促
進

の
た
め
の
給
付
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
教
育
訓
練
給
付
金　

　
雇
用
保
険
制
度
の
一
般
教
育
訓
練
給
付

金
の
指
定
教
育
訓
練
講
座
を
受
講
し
修
了

し
た
場
合
、
経
費
の
6０
パ
ー
セ
ン
ト
を
支

給
し
ま
す
。

■
高
等
職
業
訓
練
給
付
金　

　
看
護
師
な
ど
国
家
資
格
等
取
得
の
た
め
、

１
年
以
上
養
成
機
関
な
ど
で
修
業
す
る
場

合
に
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

覆
次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▼
市
内
在
住
の
方
▼
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
、
ま
た
は
同
等
所
得
水
準
の
方
▼
過
去

に
給
付
金
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
▼
資

格
取
得
が
就
業
の
た
め
に
必
要
な
方
▼
仕

事
ま
た
は
育
児
と
、
修
業
の
両
立
が
経
済

的
に
困
難
な
方
（
高
等
職
業
の
み
）

物
子
育
て
支
援
課
☎
焚
２
０
９

法律相談などで多い事例とそのアドバイス
法律相談コラム

質問

　先日、夫が亡くなりました。私は、夫所有の建物に２人で同居し
ており、現在もその建物に居住しています。遺言はなく、遺産分割
も成立していませんが、疎

そ

遠
えん

にしていた相続人の1人から、「遺産を
1人で使用しているのだから建物を明け渡せ。明け渡さないならば
家賃を支払え」と言われています。このような請求には応じなけれ
ばならないのでしょうか。

回答

　相続開始後、遺産分割が成立するまでの間の遺産は各相続人の法
定相続分に従った共有になります。そのため、遺産建物に居住して
いる相続人に対し、共有持分を有する他の相続人から、遺産建物の
明け渡しや家賃の支払いを請求されることがあります。
　結論から言うと、ご質問の事案では、少なくとも遺産分割が成立
し、遺産建物の帰

き

属
ぞく

が明確になるまでは、遺産建物に居住し続けら
れるうえ、家賃も支払う必要はありません。
　なぜなら、最高裁判所の判例で、ご質問の事案と類似の事案にお
いて、原則として、被相続人と同居相続人の間で、相続開始後も遺
産分割により建物の所有関係が確定するまでは、同居相続人に対し
当該建物を無償で使用させる合意があったと推

すい

認
にん

される、と判断さ
れているからです。その結果、他の相続人は、遺産分割成立までは、
遺産建物を同居相続人に無償で使用させる義務を負います。
　もっとも、ご質問の事案とは異なり、例えば、遺言で遺産建物が
第三者に遺贈されている場合などには、たとえ同居配偶者であって
も遺産建物に居住する権利は有さず、同居配偶者は窮

きゅう

地
ち

に立たされ
る可能性があります。
　このような問題意識から、改正相続法では、配偶者短期居住権と
いう権利が創設されています（２０２０年7月13日までに施行）。改正法
では、最短でも相続開始後から6カ月間は、同居配偶者は遺産建物
に無償で居住することができるようになり、配偶者の保護が図られ
ています。
物埼玉弁護士会越谷支部☎９６２－１１８８　松本（弁護士）

特定健診の受診期間は
11月30日まで！

物国保年金課☎焚８２５

配偶者の居住権

　今年度の特定健診の受診はお済みでしょうか。
　受診期間も残りわずかですので、まだ受診していない方
は、健康管理のために忘れず受けましょう。

　受診期間終了間際になると、予
約状況などにより受診できない場
合があります。
　時間に余裕をもって、受診して
ください。

ふ
れ
あ
い
福
祉
コ
ー
ナ
ー

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••
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八潮市役所　☎048-996-2111 腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

12月子育て情報コーナー

●
救
急
電
話
相
談
（
２４
時
間
３６５
日
）

☎
♯
７
１
１
９
も
し
く
は
☎
０４８
・
８２４
・
４

１
９
９

淵
急
な
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
、
受
診
の

必
要
性
な
ど
看
護
師
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

〈
利
用
方
法
〉
自
動
音
声
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

に
従
っ
て
、
相
談
内
容
（
番
号
）
を
選
択

1
＝
「
子
ど
も
の
救
急
電
話
相
談
」（
中

学
生
ま
で
）
※
つ
な
が
ら
な
い
と
き
は
＃

８
０
０
０
も
し
く
は
☎
０４８・８３３・７
９
１
１　

2
＝
「
大
人
の
救
急
電
話
相
談
」
※
つ
な

が
ら
な
い
と
き
は
♯
７
０
０
０　

3
＝
医
療
機
関
案
内
（
子
ど
も
・
大
人
に

対
応
）

※
歯
科
、
口こ

う

腔く
う

外
科
、
精
神
科
の
案
内
は

し
て
い
ま
せ
ん

12月の

●
八
潮
市
立
休
日
診
療
所
（
小
児
科
・
内

科
）
☎
９９５
・
３
３
８
３

腹
日
曜
・
祝
日　
午
前
１０
時
～
正
午
、
午

後
２
時
～
４
時

複
保
健
セ
ン
タ
ー
（
公
園
側
）

●
草
加
市
子
ど
も
急
病
夜
間
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
９５４
・
６
４
０
１

腹
月
～
金
曜
日　
午
後
７
時
３０
分
～
１０
時

３０
分　
土
・
日
曜
日
、
祝
日　
午
後
６
時

３０
分
～
１０
時
３０
分

複
草
加
市
立
病
院
内

覆
０
歳
児
～
１５
歳
の
患
者
で
内
科
系
の
症

状
（
発
熱
、
腹
痛
、
お
う
吐
な
ど
）

●
㈶
日
本
中
毒
情
報
セ
ン
タ
ー
　
大
阪
中

毒
１１０
番
（
２４
時
間
）

☎
０７２
・
７２７
・
２
４
９
９

淵
毒
物
（
薬
、
化
学
薬
品
な
ど
）
を
誤
っ

て
飲
ん
だ
時
の
応
急
手
当
の
仕
方

①
乳
幼
児
相
談
（
当
日
受
付
）

腹
１２
月
６
日
㈭　
午
前
９
時
３０
分
～
１０
時

３０
分

覆
満
２
カ
月
～
未
就
学
児

②
マ
マ
の
こ
こ
ろ
の
相
談
（
予
約
制
）

腹
１２
月
６
日
㈭　
午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

（
１
人
４５
分
）

覆
乳
幼
児
の
保
護
者
、
妊
婦

淵
臨
床
心
理
士
に
よ
る
子
育
て
上
の
悩
み
、

不
安
な
ど
の
相
談

払
２
人

③
パ
パ
・
マ
マ
学
級
（
予
約
制
）

腹
１２
月
９
日
㈰　
午
後
１
時
～
４
時

覆
妊
娠
５
～
７
カ
月
の
初
妊
婦
お
よ
び
夫

④
離
乳
食
（
初
期
）
教
室
（
予
約
制
）

腹
１２
月
１１
日
㈫　
午
前
１０
時
３０
分
～
正
午

覆
満
５
～
６
カ
月
児

⑤
離
乳
食
（
後
期
）
教
室
（
予
約
制
）

腹
１２
月
１２
日
㈬　
午
前
１０
時
３０
分
～
正
午

覆
満
１０
～
１１
カ
月
児

⑥
プ
レ
マ
マ
サ
ロ
ン
（
当
日
受
付
）

腹
１２
月
１３
日
㈭　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

覆
妊
婦

⑦
す
こ
や
か
相
談
（
予
約
制
）

腹
１２
月
２０
日
㈭　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

覆
お
子
さ
ん
の
発
育
・
発
達
や
こ
と
ば
の

遅
れ
、
夜
尿
症
、
落
ち
着
き
が
な
い
な
ど

の
心
配
が
あ
る
方

―
共
通
―�

�

複
保
健
セ
ン
タ
ー�

�

仏
③
は
電
子
申
請
ま
た
は
電
話
、
②
④
⑤

⑦
は
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
問
申

995
・３
３
８
１

☎☎

●
歯
周
疾
患
検
診
ま
も
な
く
終
了

　
歯
周
疾
患
予
防
お
よ
び
早
期
発
見
の
た

め
、
歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
診
期
間
は
、
１１
月
３０
日
ま
で
で
す
。

覆
平
成
３０
年
度
中
に
４０
、
４５
、
５０
、
５５
、

６０
、
６５
、
７０
歳
に
な
る
方

●
特
定
健
診
受
診
後
の
健
康
相
談
会

　
特
定
健
診
受
診
者
を
対
象
に
、
保
健
師
、

栄
養
士
が
個
別
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
健
診
の
結
果
、「
血
糖
値
が
高
い
」「
内

臓
脂
肪
が
多
い
」
な
ど
、
要
指
導
と
判
定

さ
れ
た
方
や
生
活
習
慣
改
善
を
考
え
て
い

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

腹
月
１
回　
午
前
１０
時
～
１０
時
３０
分

複
保
健
セ
ン
タ
ー

●
子
育
て
メ
ン
タ
ル
サ
ロ
ン

　
子
育
て
に
対
す
る
不
安
や
困
難
さ
を
感

じ
て
い
る
方
た
ち
が
集
い
、
日
ご
ろ
感
じ

て
い
る
困
り
ご
と
な
ど
を
自
由
に
話
し
て
、

交
流
で
き
る
場
で
す
。

腹
月
１
回　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

覆
子
育
て
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
母
親
ま

た
は
妊
婦

沸
無
料

※
利
用
に
は
登
録
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

各
種
検
診
・

教
室
な
ど
の

お
知
ら
せ

①
健
康
づ
く
り
の
料
理
教
室

腹
１２
月
８
日
㈯　
午
前
１０
時
～
午
後
１
時

覆
市
内
在
住
の
小
学
校
５
年
生
以
上

淵
「
お
も
て
な
し
料
理
を
作
ろ
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
年
末
年
始
に
向
け
た
行
事
食
の

調
理
実
習
と
講
話

弗
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

払
２０
人
（
申
込
順
）

沸
５００
円
（
食
材
料
費
）

②
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

腹
１２
月
９
日
㈰　
午
前
８
時
３０
分
～
９
時

３０
分
、
午
前
１０
時
～
１１
時

覆
市
内
在
住
の
４０
歳
以
上
の
方

淵
問
診
、
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
、
胸
部

エ
ッ
ク
ス
線
検
査
（
必
要
に
応
じ
て
喀か

く

た

ん
細
胞
診
検
査
）

払
各
１００
人
（
申
込
順
）

沸
胃
が
ん
１
２
０
０
円
、
肺
が
ん
（
胸
部

エ
ッ
ク
ス
線
検
査
３００
円
、
喀
た
ん
検
査
６００

円
）

③
乳
が
ん
検
診
（
集
団
検
診
）

腹
１２
月
１４
日
㈮
・
１７
日
㈪　
午
後
１
時
～

１
時
４５
分

覆
市
内
在
住
の
４０
歳
以
上
の
方
（
平
成
２９

年
度
に
受
診
し
た
方
を
除
く
）

淵
視
触
診
・
乳
が
ん
の
自
己
検
査
法
の
指

導
お
よ
び
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
検
査

弗
バ
ス
タ
オ
ル
、
保
険
証

払
各
日
８０
人
（
申
込
順
）

沸
１
７
４
０
円

④
乳
が
ん
検
診
併
設
の
骨こ

つ

粗そ

し
ょ
う
症
検

診
（
集
団
検
診
）

腹
③
乳
が
ん
検
診
と
同
じ

覆
乳
が
ん
検
診
受
診
希
望
者

淵
問
診
、
骨
密
度
測
定

弗
保
険
証

払
各
日
８０
人
（
申
込
順
）

沸
２００
円

⑤
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

腹
１２
月
１６
日
㈰　
午
前
１０
時
～
１０
時
３０
分
、

午
前
１０
時
４５
分
～
１１
時
１５
分

結
果
説
明
会　
平
成
３１
年
１
月
１５
日
㈫　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分
（
初
回
の
受
診
者

の
み
）

覆
市
内
在
住
の
２０
歳
以
上
の
女
性

淵
問
診
、
骨
密
度
測
定

払
各
２５
人
（
申
込
順
）

沸
２００
円

⑥
ヘ
ル
シ
ー
チ
ェ
ッ
ク
健
康
診
査

腹
１２
月
１６
日
㈰　
午
前
９
時
～
９
時
４５
分

結
果
説
明
会　
平
成
３１
年
１
月
２０
日
㈰　

午
前
９
時
～
９
時
４５
分

覆
市
内
在
住
の
２０
～
３９
歳
の
方

淵
問
診
、
身
体
測
定
、
血
圧
測
定
、
尿
検

査
、血
液
検
査
（
貧
血
検
査
含
む
）、診
察
、

骨
密
度
測
定
（
女
性
の
み
）

払
６０
人
（
申
込
順
）

沸
５００
円

―
共
通
―�

�

複
保
健
セ
ン
タ
ー�

�

仏
⑥
は
、
電
話
ま
た
は
電
子
申
請
、
①
～

⑤
は
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ�

―
②
～
⑥
共
通
―�

�

沸
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
（
補

助
金
申
請
書
兼
同
意
書
提
出
※
喀
た
ん
検

査
を
除
く
）、
生
活
保
護
受
給
世
帯
（
受

給
証
の
提
示
）、市
民
税
非
課
税
世
帯
（
世

帯
全
員
の
非
課
税
証
明
書
の
提
示
）、
７０

歳
以
上
の
方
（
保
険
証
の
提
示
）、
６５
歳

以
上
６９
歳
ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
（
保
険
証
の
提
示
）
の
方
は
無
料

子育てひろば だいばら児童館（わんぱる）☎９９９－０３２１

やしお子育てほっとステーション  ☎９５１－０２８５

▼２０日㈭　午前１０時～午後１時
＝子育て相談　淵育児の不安
や悩みなど（１人５０分程度）　
払３人（要予約）　仏窓口また
は電話で児童館へ

▼毎週月・火・金曜日　午前１１
時３０分～＝ちゅうりっぷリズ
ム　淵体操、ふれあい遊びな
ど

▼毎週木曜日　午前１０時～正午　
＝ボールプール

▼毎週土・日曜日、祝日の午前
９時～正午＝電車で遊ぼう

（小学生向けイベント）
▼毎日　午後４時～＝チャレン
ジランキング「紙ちぎりのば

し」
▼毎週土曜日　午後２時３０分～
＝なかよしひろば

　 １日　キッカーボード
　 ８日　ビンゴゴルフ
　１５日　キッカーボード
　２２日　ターゲット

（冬休みイベント）
▼２５日㈫　カレンダーづくり
▼２７日㈭　ひえひえスライムぽ
かぽかスライム

▼２８日㈮　ブンブンごま
時間　午後２時３０分～
覆小学生・保護者同伴の幼児
払各１５人（要予約）
仏窓口または電話でわんぱるへ

●利用者支援
覆妊産婦の方、子育て親子
淵子育て相談や保育施設、子育
て支援サービスの紹介など
●ホームスタート
覆市内在住の就学前のお子さん
のいる子育て親子
淵子育ての不安や悩みを聞く、
一緒に食事を作るなど
※ベビーシッターや家事代行は
行っていません。
―共通―� �
腹月～金曜日（年末年始を除く）
午前１０時～午後４時� �
沸無料
●ファミリー・サポート・セン
ター
腹月～土曜日（年末年始を除く）　

午前９時３０分～午後４時３０分
覆生後おおむね６カ月～小学生
までのお子さんをお持ちの方
淵保育施設までの送迎、外出時
のお子さんのお預かりなど
①入会説明会
腹１２月８日㈯　午後１時～２時
覆お子さんがいて援助を希望す
る方、援助ができる方
淵援助活動の仕組みの説明
②提供会員講習会
腹１２月８日㈯　午後２時～４時
覆援助ができる方
淵お子さんを預かるための心構
えなどの説明
―①②共通―  
仏窓口または電話でやしお子育
てほっとステーションへ

時間　午前９時～午後５時　
１２月・年末年始の休館日…毎週水曜日、１２月２９日㈯～平成３１年�
１月３日㈭

名称 場所 日時
（祝日を除く）

主な事業
身体測定 講習など（１） 講習など（２）

やわた
子育てひろば
☎９９８－７４２１

保健センター
月～木

午前１０時～
午後３時

１９日㈬
午前１０時～
１１時３０分

４日㈫
午前１１時３０分～正午

１８日㈫
午前１１時～正午

ボランティアお話し会 サンタの長靴づくり

はちじょう
子育てひろば
☎９４９－６８８７

八條公民館
火～金

午前１０時～
午後３時

１２日㈬
午前１０時～
１１時３０分

５日㈬
午前１１時～正午

１４日㈮
午前１１時～正午

クリスマス小物入れ
づくり バルーンアート

ゆまにて
子育てひろば
☎０７０－３３５０
－１２９７

ゆまにて
火～金

午前１０時～
午後３時

１２日㈬
午前１０時～
１１時３０分

５日㈬
午前１１時～正午

１９日㈬
午前１１時～正午

クリスマスモビール
づくり

２０１９年カレンダー
づくり

楽習館
子育てひろば
☎９９５－３０３５

やしお
生涯楽習館

月・水・木・金
午前１０時～
午後３時

３日㈪
午前１０時～
１１時３０分

７日㈮
午前１１時～正午

１０日㈪
午前１１時～正午

クリスマス飾りづくり ゴスペルクリスマス
コンサート

だいばら
子育てひろば
☎９９６－３８３９

だいばら
児童館

月・火・木・金
午前１０時～
午後３時

６日㈭
午前１０時～
１１時３０分

４日㈫
午前１１時～午後１時

２０㈭
午前１１時～１１時３０分

巡回相談 ぷらぷらサンタさん
づくり

駅前
子育てひろば
☎９５１－０２８５

やしお子育て
ほっと

ステーション

毎日
午前１０時～
午後４時

１８日㈫
午前１０時～
１１時３０分

１２日㈬
午前１１時～正午

２１日㈮
午前１１時～正午

バルーンアート クリスマス会

おおぜのもり
子育てひろば
☎９５１－３２１６

みつもり
保育園

月～金
午前１０時３０分
～午後３時３０分

２１日㈮
午前１１時～
正午

１１日㈫
午前１１時～正午

１８日㈫
午前１１時～正午

クリスマスオーナ
メントづくり バルーンアート

子育てひろばは、おおむね３歳未満の児童と保護者の『子育て親子』の交流の場です。
各ひろばへのご来場は公共交通機関をご利用ください。
１２月、年末年始の休館日：はちじょう子育てひろば＝２５日㈫、全ひろば＝１２月２９日㈯～平成３１年１月３日㈭
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介護者家族会ひかりネットワークつど
い
　ひとりで悩まないでください。介護
の悩みを共有しましょう。
腹毎月第２木曜日　午前１０時～正午　
複身体障害者福祉センターやすらぎ　
沸１００円（茶菓子代）　物坂本☎０９０－
８４６０－１８９８

クリスマス・お正月のアレンジ（プリ
ザーブドフラワー）
腹１１月２３日㈷、１２月１４日・２８日㈮　午後１
時～　複やしお生涯楽習館　淵プリザ
ーブドフラワーを使い、クリスマス用・

お正月用アレンジを作る　講師＝天
あま

池
いけ

サユリさん　払各日６人　沸２，５００円（材
料代など）　物フラワーサークルＰｒｅ・
Ｐｒｅ・カナマル☎０９０－４３７６－５２９４

二
に

胡
こ

とふれあう＆歌声ライブ
腹１１月２４日㈯　午後２時～（開場＝午
後１時３０分）　複やしお生涯楽習館多目
的ホール　講師＝武

たけ

田
だ

宏
ひろ

子
こ

さん、伴奏
＝背

せ

戸
と

不
ふ

二
じ

夫
お

さん・平
ひら

山
やま

浩
ひろし

さん、ゲスト
＝許

きょ

徳
とく

江
えい

さん　払１００人（申込順）　沸
５００円（資料代など）　仏平山☎０９０－
１１１３－９３２５

広池ヨーガ会員募集
腹毎月第１・第３水曜日　午後７時１５分～
８時４５分　複八幡公民館第１会議室　淵
１日の疲れをリセット、きつくないヨガ　
講師＝大

おお

熊
くま

由
ゆ

美
み

子
こ

さん　弗ヨガマット

またはバスタオルなど　沸月会費
１，５００円（２カ月分集金）※体験の場合
は無料　物関根☎０９０－３９０４－９８９８

八潮市万作踊り会員募集
　先代から続く万作踊りを楽しみまし
ょう。無形民族文化財に指定されてい
る踊りです。
腹毎月最終水曜日　午後１時～３時　複
資料館　沸５００円（会場代など）　物高
橋☎９９６－４０５５

第１７回八潮市民スキージュニア・シニ
ア教室
腹１２月２２日㈯～２４日㉁　複長野県戸隠
スキー場　覆ジュニアの部＝小学校３年
生～中学３年生（小学校３年生は保護者
同伴）、シニアの部＝高校生以上　講師＝
全日本スキー連盟公認指導員　払４０人

程度　沸小学生以下＝３１，０００円、中学生
以上＝３４，０００円　仏１１月３０日までに、文化
スポーツセンター（☎９９６－５１２６）へ

Yashio Jazz Flash ２０１８
腹１１月２５日㈰　午後２時～（開場＝午
後１時３０分）　複やしお生涯楽習館多目
的ホール　淵ビッグバンドの生演奏で
ジャズを楽しむ　演奏＝サーズディジ
ャズクラブ　払１４６人（当日先着順）　
沸無料　物菅井☎０８０－１０１２－１８０５

男の料理教室「かぼちゃの会」会員募集
腹毎月第１日曜日　午前９時３０分～正午　
複八幡公民館　覆市内在住の男性（年
齢制限はありません）　淵調理した料
理を食べながら、歓談　沸半年会費＝
２，０００円、参加費（１回）＝１，０００円　物
立澤☎０９０－４５２９－５４１３

伝言板伝言板

12月各種無料相談
☎996-2111

★①⑧⑫⑮⑱の予約は、
　電話で受け付けます。

★相談日が祝日の場合
　は、お休みです。

⑭ 内 職 相 談
内職の求人、求職のあっ
せん、および相談（内職相
談員が対応）

腹毎週火曜日
　午前１０時～正午
　午後１時～３時３０分
複市民相談室

物商工観光課　☎奮２７４⑦ D V 相 談
ＤＶ被害（配偶者からの
暴力）について電話・面談
による相談（女性相談員
が対応）

腹毎週月・金曜日
　午前１０時～正午　午後１時～４時
※面談の場合は要予約
☎９９６－３９５５（ＤＶ相談支援室専用電話）

物人権・男女共同参画課� ☎奮８１１

⑮若年者就職相談
若年者（４０歳未満、学生・生徒
可）の就職、転職、職業能力な
どについての相談（キャリア
カウンセラーが対応）

腹１２月５日㈬・１９日㈬
　午前１０時～正午　午後１時～４時
複勤労青少年ホームゆまにて
払５人（事前予約制）

物ゆまにて　☎９９６－０１２３⑧ 女 性 相 談
女性が抱えるさまざまな
悩みについての相談（女性
相談員が対応）、第１木曜
日はピアカウンセリング

腹毎週火～木曜日
　午前１０時～正午　午後１時～４時
複駅前出張所内相談室
払５人（事前予約制）

物人権・男女共同参画課� ☎奮８１１

⑯ 教 育 相 談
児童・生徒の言動やいじ
め・不登校に関すること
など教育についての相談
（専任教育相談員が対応）

腹毎週月～金曜日
　午前９時３０分～正午
　午後１時～４時
複教育相談所（八條小学校西隣）

物教育相談所　☎９９５－００７７⑨ 人 権 相 談
プライバシーの侵害など
基本的人権についての相
談（人権擁護委員が対応）

腹１２月１３日㈭
　午前１０時～正午、午後１時～４時
複第２会議室

物人権・男女共同参画課� ☎奮８１１

⑰家庭児童相談
子どもの家庭での養育上
の心配や悩みごとについ
ての相談（家庭児童相談
員が対応）

腹毎週月～金曜日
　午前９時～正午
　午後１時～４時
複家庭児童相談室

物子育て支援課　☎奮４７２⑩心配ごと相談
日常生活における心配ご
とや悩みごとについての
相談（心配ごと相談員が
対応）

腹１２月５日㈬・１９日㈬　午後１時～４時
複身体障害者福祉センターやすらぎ
　☎９９８－７６１６
　（心配ごと相談専用電話）

物社会福祉協議会�☎９９５－３６３６

⑪生活困窮者自立相談
経済的な問題などの心配
ごとについての相談（生
活困窮者自立相談支援員
が対応）

腹毎週月～金曜日
　午前８時３０分～午後５時１５分
複社会福祉課　☎９４９－６３１７（生
活困窮者自立相談支援専用電話）

物社会福祉課　☎奮４９３ ⑱子育て相談
子育ての不安や悩みごと
についての相談（家庭教
育アドバイザーが対応）

腹１２月２０日㈭
　午前１０時～午後１時
複だいばら児童館（わんぱる）
払３人（事前予約制）

物だいばら児童館�☎９９９－０３２１

⑫こころの健康相談
不眠・不安などによるここ
ろの病気やひきこもり、高
齢者の認知症などについ
ての相談（専門医が対応）

腹１２月３日㈪
　午後１時～２時３０分
複保健センター
払２人（事前予約制）

物保健センター�☎９９５－３３８１ ⑲子育て電話相談
子育ての不安や悩みごと
などを電話で相談（保育
士が対応）

腹毎週月～金曜日
　午前１０時～午後３時

物南川崎保育所�☎９９８－７７１１

⑬消費生活相談
悪質商法などに関する問
題や借金問題など消費生
活全般についての相談
（消費生活相談員が対応）

腹毎週月～金曜日
　午前１０時～正午　午後１時～４時
複消費生活センター
　※受付は商工観光課

物商工観光課　☎奮３３６ ⑳休日・夜間納税相談
市税・国民健康保険税の
納付についての相談

腹１２月２日㈰　午前９時～午後４時
　毎週木曜日　午後５時１５分～７時
複納税課

物納税課　☎奮３３０

① 法 律 相 談
法律上の諸問題について
の相談（弁護士が対応）
※２日前の水曜日午前９時
から電話予約

腹毎週金曜日
　午後１時２０分～４時
複市民相談室
払８人（事前予約制）

物秘書広報課　☎奮３７３

⑥司法書士相談
土地・建物の所有権移転登
記、相続、会社設立、成年後
見人制度などについての相
談（司法書士が対応）

腹１２月２０日㈭
　午後１時～４時
複市民相談室

物秘書広報課　☎奮３７３

②税理士相談
相続税など税金全般につ
いての相談（税理士が対
応）

腹１２月３日㈪
　午後１時～４時
複市民相談室

物秘書広報課　☎奮３７３

③不動産相談
マンションおよび不動産
取引全般についての相談
（宅地建物取引士が対応）

腹１２月１０日㈪
　午後１時～４時
複市民相談室

物秘書広報課　☎奮３７３

④くらしの相談
日常生活の問題や国・県・
市の行政サービスについ
ての相談（行政相談委員
が対応）

腹１２月１２日㈬
　午後１時３０分～３時３０分
複市民相談室

物秘書広報課　☎奮３７３

⑤行政書士相談
官公庁へ提出する書類・
申請書の作成、離婚・相続
などについての相談（行
政書士が対応）

腹１２月１７日㈪
　午後１時～４時
複市民相談室

物秘書広報課　☎奮３７３

※１２月は特別人権相談です。時間を拡大します

教
育　委

員
会

こ
ち
ら

くらしの
豆知識

　
公
民
館
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、
教
養
の
向
上
、
健
康
の
増
進
、
生
活

文
化
の
振
興
な
ど
を
目
的
と
し
た
各
種
講

座
を
、
年
間
を
通
じ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

八
幡
公
民
館
で
は
、「
子
ど
も
パ
ン
づ

く
り
教
室
」
な
ど
の
料
理
講
座
、
パ
ソ
コ

ン
操
作
の
基
礎
を
学
ぶ
「
パ
ソ
コ
ン
講

座
」、
こ
の
ほ
か
「
い
き
い
き
健
康
ヨ
ー

ガ
教
室
」「
文
学
歴
史
講
座
」
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
八
條
公
民
館
で
は
、
星
座
や
惑

星
の
見
つ
け
方
を
学
ぶ
「
星
座
観
望
会
」、

着
付
け
と
ヘ
ア
メ
イ
ク
の
コ
ツ
を
学
ぶ

「
わ
が
子
に
着
せ
た
い
！
浴
衣
の
着
付
け

と
ヘ
ア
メ
イ
ク
講
座
」「
茶
道
入
門
講
座
」

【
事
例
】
大
手
宅
配
業
者
か
ら
メ
ー
ル
が

届
き
、「
再
配
達
の
荷
物
が
あ
り
ま
す
。

下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り
確
認
く
だ
さ
い
」
と
あ

っ
た
。
荷
物
の
追
跡
情
報
を
確
認
す
る
た

め
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
た
。
そ
の
後
、
私
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
登
録
さ
れ
て
い
る
ア
ド
レ
ス
に
大
量

の
メ
ー
ル
が
発
信
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
に
行
き
ア
プ
リ
を
削
除

し
て
も
ら
っ
た
が
、
携
帯
電
話
料
金
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
約
５
万
円
分
の
ギ
フ
ト

カ
ー
ド
が
す
で
に
決
済
さ
れ
て
い
た
。

た
」
と
い
っ
た
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
宅
配
便
業
者
か
ら
、
再
配
達
の
お
知
ら

せ
の
メ
ー
ル
を
受
信
し
た
場
合
に
は
、
リ

ン
ク
を
開
か
ず
に
削
除
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
機
内
モ

ー
ド
に
す
る
な
ど
通
信
を
無
効
に
す
る
と

と
も
に
不
審
な
ア
プ
リ
を
削
除
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
内
の
情
報
が
外
部
に
流
出
せ
ず
、
メ
ー

ル
の
送
信
を
抑
止
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
初
期
化
、

メ
ー
ル
な
ど
の
ア
カ
ウ
ン
ト
の
パ
ス
ワ
ー

ド
の
変
更
な
ど
も
有
効
な
手
段
で
す
。

③
身
に
覚
え
の
な
い
キ
ャ
リ
ア
決
済
の
請

求
発
生
に
つ
い
て
不
安
が
あ
る
場
合
は
、

携
帯
電
話
会
社
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

④
困
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
市
や
県
の
消

費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

物
八
潮
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
受
付
は

商
工
観
光
課
）
☎
焚
３
３
６
、
埼
玉
県
消

費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
☎
０４８
・
７３４

・
０
９
９
９

各
種
公
民
館
講
座

再
配
達
の
お
知

ら
せ
メ
ー
ル
に

ご
注
意
！

　
宅
配
便
業
者
を
か
た
っ
た
メ
ー
ル
か
ら

偽
の
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
、
添
付
フ
ァ
イ

ル
を
開
い
た
り
、
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
た
こ
と
で
、「
自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
か
ら
勝
手
に
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ

た
」「
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
が
発
生
し

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
、
広
報
や
し
お
や
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

物
八
幡
公
民
館
☎
９９５
・
６
２
１
６
、
八
條

公
民
館
☎
９９４
・
３
２
０
０

子どもパンづくり教室の様子
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▪広報やしおは、毎月1回、10日（新聞休刊日を除く）に新聞折り込みで配布しています。届いていない世帯の
方は、最寄りの公共施設、金融機関、一部のコンビニエンスストア、八潮駅などでお受け取りになれます。な
お、次回の新聞折り込みは、12月9日（日）です。

この広報紙は、再生紙と大
豆油インクを使用しています。

〈広　告〉

や
し
お
八
つ
の
野
菜
de
健
康
レ
シ
ピ

　
や
し
お
の
八
つ
の
野
菜
（
こ
ま
つ
な
・
枝
豆
・
ね
ぎ
・
ほ
う
れ

ん
そ
う
・
ト
マ
ト
・
ナ
ス
・
山
東
菜
・
天
王
寺
か
ぶ
）
を
使
用
し

た
レ
シ
ピ
を
毎
月
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
学
校
給
食
メ
ニ
ュ
ー
を
家
庭
用
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
レ

シ
ピ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

物
学
務
課
☎
焚
３
６
６

●
作
り
方

①
小
松
菜
は
、
２
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
長
さ
に
切
り
、
ゆ

で
て
絞
っ
て
お
く
。に
ん
じ
ん
は
、

薄
い
い
ち
ょ
う
切
り
に
し
、
ゆ
で

て
水
分
を
切
っ
て
お
く
。

②
マ
カ
ロ
ニ
は
お
好
み
の
硬
さ
に

ゆ
で
て
お
く
。

③
チ
ー
ズ
は
、角
切
り
に
し
て
お
く
。

④
①
と
②
、ツ
ナ
を
混
ぜ
合
わ
せ
、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
塩
・
こ
し
ょ
う
で

味
付
け
し
、
器
に
盛
り
つ
け
て
、

上
か
ら
③
の
チ
ー
ズ
を
か
け
る
。

※
マ
カ
ロ
ニ
の
ゆ
で
時
間
は
、
種

類
に
よ
っ
て
違
う
の
で
、
袋
に
表

示
さ
れ
て
い
る
ゆ
で
時
間
を
参
考

こ
ま
ち
ゃ
ん
ツ
ナ
サ
ラ
ダ

レ
シ
ピ
⓲

●材料（4人分）
マカロニ　　 　　４０グラム
小松菜　　　 　　１００グラム
にんじん　　 　　３０グラム
ツナ缶　　　 　　７０グラム
チーズ　　　 　　２０グラム
マヨネーズ　　 　大さじ２
塩・こしょう 　       適量

や
し
お
文
芸
特
集

や
し
お
文
芸
特
集

短
歌
　
　
沖
　
な
な
も
　
選

や
は
ら
か
き
表
情
な
れ
ど
障
害
あ
り 

ひ
と
す
ぢ
の
涙
は
何
を
語
る
か�

杉
山
正
巳

（
評
）
一
見
、
表
情
だ
け
見
る
と
穏
や
か
。
し
か
し
障
が
い
が
あ
る

人
は
、
他
人
で
は
分
か
ら
な
い
辛
さ
が
あ
る
だ
ろ
う
。
一
筋
の
涙
を

見
た
と
き
、
語
れ
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。

足
萎
え
の
わ
れ
に
野
草
を
摘
み
て
き
て 

く
れ
る
ケ
ア
の
友
が
で
き
た
り�

大
山
ト
キ
子

（
評
）
足
が
悪
く
て
外
に
行
け
な
い
作
者
に
、
野
原
で
摘
ん
だ
花
を

持
っ
て
き
て
く
れ
る
。
季
節
を
感
じ
る
花
は
心
が
和
む
。
こ
ん
な
優

し
い
友
が
で
き
て
ど
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
か
。

年
重
ね
こ
れ
が
最
後
か
里
帰
り 

柱
の
傷
も
懐
か
し
く
撫
づ�

新
井
て
る
子

人
の
世
を
生
き
ぬ
く
こ
と
は
至
難
な
り 

争
い
ご
と
に
首
を
ふ
り
つ
つ�

富
田
啓
子

軒
下
の
空
蝉
に
ま
た
冬
が
来
て 

し
が
み
つ
く
ま
ま
未
来
へ
ワ
ー
プ�

種
村
幸
子

俳
句
　
　
落
合
　
水
尾
　
選

見
送
る
は
い
つ
も
此
処
ま
で
夜
の
秋�

孤
柳
庵
抱
川

（
評
）
人
情
の
機
微
を
詠
ん
だ
作
品
。
何
と
な
く
秋
を
思
わ
せ
る
よ

う
な
晩
夏
の
夜
、
見
送
る
者
と
見
送
ら
れ
る
者
と
の
間
に
交
わ
さ
れ

る
別
離
の
切
な
さ
。
そ
れ
が
い
つ
も
「
こ
こ
」
で
あ
る
こ
と
が
人
生

で
あ
る
。

夕
暮
と
葉
ず
れ
の
音
と
秋
め
け
り�

小
林
栄
子

（
評
）
暮
色
と
葉
騒
の
音
と
、
急
に
秋
ら
し
く
な
る
。
視
覚
聴
覚
を

効
か
し
た
感
覚
的
な
句
で
あ
る
。
作
者
の
澄
ん
だ
情
感
を
よ
し
と
思

う
。

盛
り
上
が
る
貧
乏
話
敬
老
日�

井
上
進
寿

猛
暑
と
て
川
の
流
れ
は
止
め
ら
れ
ず�

白
澤
康
子

一
房
の
ぶ
ど
う
揺
れ
つ
つ
出
番
待
つ�

澤
田
洋
子

い
き
い
き

い
き
い
き
や
し
お

や
し
お
写
真
館

写
真
館

八 潮 市 農 業 祭
第４４回

腹１２月１日㈯　午後５時～９時、１２月２日
㈰　午前９時～午後２時
複やしお生涯楽習館、みどりの広場
淵▼１日＝展示農産物、野菜の宝船、
一般公開▼２日＝地場農産物展示品予
約販売（完売次第終了）、農産物、つき
たて餅、焼きそばなどの販売、各種ア
トラクションなど
物都市農業課☎焚２９９
同時開催「第９回八潮市特産品・推奨
品フェア」（２日のみ）
淵特産品・推奨品の販売、豪華商品が
当たる大抽選会など
物八潮市商工会☎９９６−１９２６

江戸時代からの技術を体験 子育てひろばでハロウィン気分

に
し
ま
し
ょ

う
。
チ
ー
ズ

は
粉
チ
ー
ズ

や
ピ
ザ
用
の

チ
ー
ズ
で
も

お
い
し
い
で

す
。

　１0月２５日㈭、楽習館子育てひろばで「ハロウィン変身グッズづ
くり」が行われ、１５組のお子さんとその保護者が参加しました。
　製作では、お子さんと保護者で協力しながら、ビニールを使っ
た衣装や、折りがみを使ったかぼちゃのお菓子バッグを作りました。
　出来上がると、作った衣装やバッグをうれしそうに身につけ、
少し早いハロウィン気分を味わいました。

　１0月１4日㈰、資料館で「歴史講座『みて、さわって、摺
す

ってみ
よう！唐

から

紙
かみ

製作体験』」が開催され、２９人が参加しました。
　平成２９年１0月に国選定保存技術保持者に認定された小

こ

泉
いずみ

幸
ゆき

雄
お

さ
んを講師に、江戸時代より受け継がれてきた「技」を使った唐紙
製作の実演や体験を行いました。唐紙は伝統的な日本家屋の襖

ふすま

や
屏
びょう

風
ぶ

などに使われてきた加工紙で、参加者からは、「文化財を守
る貴重な職人さんが市内にいることが分かり、さらに実際に触れ
ることができてよかった」といった感想が聞かれました。

小松菜　江戸時代から江戸川
区の小松川付近を中心に栽培
されたので、小松菜と呼ばれ
ています。昭和30年代から栽
培され、現在、八潮の主要野
菜です。
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